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［ お問い合わせ ］

ハイブリッドセミナー

一般社団法人 東京都歯科技工士会

ピカソ

2026年 5月24日
12：40

日

入室

13：00 17：00開始 終了

オンライン

80名定員

会場受講

30名

無料参加費

無料参加費定員

東京都歯科技工士会 研修室
東京都豊島区北大塚2-2-10 ヴィップ大塚香川ビル4F

場所

ミリングマシーン・
３Ｄプリンターを

活用したデンチャー製作の

デジタルワークフロー化
加藤　 明 先生（株式会社シンワ歯研 関東支社）● 東京都歯科技工士会会員 ：4 月24日㈮ AM10時～

● 学生・東京都内在住または在勤の歯科技工士：4 月26日㈰ AM10時～

＊受付開始日前のお申し込みは無効といたします。

［ 申込開始日 ］

緊急連絡、変更＆追加報告をスムーズにさせるために都技ではLINE公
式アカウントを設けています。LINEを使用されている方は、是非とも登
録をお願いいたします。

［ LINE公式アカウント登録のお願い ］

都技LINE公式
アカウント二次元コード

本研修会は東京都保健医療局からの委託事業となっております。
つきましては受講対象者は以下の方に限ります。
● 東京都歯科技工士会会員
● 学生
● 東京都内在住または在勤の歯科技工士

［ 重要なお知らせ ］

① 参加希望者は申込用二次元コード、もしくは東京都歯科技工士会の
ホームページからお申し込みください。

　 　ホームページURL： https://www.to-ginet.com
② 上記オンライン申込をされますと登録したメールアドレスに自動返信
されますのでご確認ください。

＊定員になり次第締切といたします。

［ 申込方法 ］

申込用
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　昨今、歯科技工業界においてデジタルワークフローは急速
に発展している。IOSの普及や周辺機器の高精度化により、
従来アナログ中心であった複雑な義歯製作工程にもデジタル
技術の介入が可能となった。また、欠損補綴需要の増加や就
業歯科技工士数の減少も相まって、従来のハンドメイド中心
の供給体制は医療として提供するにあたり限界に近づきつつ
ある。
　このような背景のもと、増加する受注に対し効率化とクラ
フトマンシップの両立が課題となっていた。本講演では、ミ
リングマシーンおよび3Dプリンターを活用したデンチャー
製作のデジタルワークフロー構築について報告する。
　具体的には、スプリント、メタルフレーム、ノンメタルク
ラスプデンチャー、レジンアーム付きメタルフレーム、全体
切削による金属床義歯の製作について解説する。IOSデータ
を用いたスプリント製作では、石膏操作や重合操作、咬合調
整を簡略化し、数値化によって再現性の高い製作が可能と
なった。メタルフレーム製作では、CADモジュールとワッ
クスミリングおよび3Dプリントパターンを活用すること
で、工程の効率化を図った。さらに、熱可塑性レジンおよび
ハイブリッドレジンディスクを用いたノンメタルクラスプデ
ンチャーの製作や、レジンアーム付き試適を可能とした手法
についても紹介する。また、同材料を応用した義歯修理につ
いても言及する。全体切削による金属床義歯製作では、デザ
イン時の留意事項や数値設定、CAMの操作方法に関して紹
介する。
　本講演が、デンチャー技工におけるデジタルワークフロー
化の一助となれば幸いである。
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